
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。
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文
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上
弘
部
分
校
の
役
割

跡
地
に
建
っ
た
記
念
碑

　
令
和
３
年
５
月
22
日
、
今
津
町
上
地

区
連
絡
協
議
会
が
上
弘
部
集
会
所
に
隣

接
す
る
場
所
に
建
設
し
た
「
上
弘
部
分

校
跡
地
」
石
碑
の
完
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
上
弘
部
分
校
は
、
学
制
の
施
行
に
よ

り
明
治
時
代
初
期
に
設
立
さ
れ
た
「
生

材
学
校
」
を
前
身
と
す
る
今
津
東
小
学

校
の
分
校
（
西
校
舎
）
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
41
年
（
1
9
6
6
）

に
現
在
の
今
津
東
小
学
校
に
統
合
さ
れ

る
ま
で
、
藺
生
・
梅
原
・
大
床
・
上
弘
部
・

下
弘
部
・
岸
脇
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
場
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

明
治
の
小
学
校

　
明
治
５
年（
1
8
7
2
）８
月
３
日
、

明
治
政
府
は
、
日
本
で
最
初
の
近
代
的

教
育
法
令
で
あ
る
学
制
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制

度
な
ど
を
参
考
と
し
、
全
国
に
５
３
，

７
６
０
の
小
学
校
の
建
設
を
進
め
る
こ

と
、
ま
た
教
員
を
養
成
す
る
た
め
の
師

範
学
校
の
設
立
な
ど
を
重
点
と
し
た
制

度
で
し
た
。

　
当
時
、
高
島
市
域
が
属
し
て
い
た
犬

上
県
で
は
、
政
府
が
学
制
を
制
定
し
た

翌
年
、
県
下
の
村
々
に
「
小
学
校
取
設

目
論
見
心
得
」
と
い
う
通
知
を
配
布
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
は

①�

学
制
の
趣
旨
を
理
解
し
て
、
村
役
た

ち
は
早
々
に
学
校
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
す
る
こ
と

②�

学
校
は
１
区
ご
と
に
１
校
を
開
設
す

る
こ
と
。
す
ぐ
に
開
校
で
き
な
い
場

合
は
、
計
画
書
を
提
出
す
る
こ
と

③�

費
用
は
区
内
で
積
み
立
て
る
こ
と

な
ど
、
開
校
に
向
け
て
の
具
体
的
な
推

進
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。な
お
、

こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
区
」
は
、
学
制
と

同
じ
こ
ろ
に
定
め
ら
れ
た
大
区
小
区
制

の
小
区
の
こ
と
で
、
高
島
市
内
に
は
14

の
小
区
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
学
制
に
定
め
ら
れ
た
小
区
ご
と
に
１

校
の
小
学
校
設
置
で
は
学
区
が
広
く
な

り
す
ぎ
る
た
め
、
滋
賀
県
で
は
小
区
を

さ
ら
に
分
割
し
て
、
２
、３
集
落
で
一

つ
の
小
学
校
を
設
置
す
る
方
針
を
取
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
下
弘
部
、
上
弘
部
、

藺
生
を
学
区
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の

が
「
生
材
学
校
」
で
す
。
明
治
15
年

に
、
上
弘
部
集
落
の
中
央
（
現
在
の
上

弘
部
集
会
所
周
辺
）
に
二
階
建
て
の
校

舎
が
新
築
さ
れ
、
そ
の
後
、
学
校
名
や

　今月号の表紙の写真は、安
曇川町北船木区で行われた

「防災街歩きワークショップ」
のようすです。
　当日は地元の子どもたちも参加し、
北船木版ハザードマップの作成に取り
組みました。取材を通して、地域防災
力の強化に繋がる大事な準備だと感じ
ました。９月１日の防災の日をきっか
けに、皆さんの地域でも防災マップの
作成や見直しを検討されてはいかがで
しょうか。(Y)

学
区
を
一
部
変
更
し
な
が
ら
、
大
正
２

年
（
1
9
1
3
）
６
月
以
降
は
今
津
尋

常
高
等
小
学
校
の
分
教
場
、
昭
和
30
年

以
降
は
今
津
東
小
学
校
の
分
校
（
西
校

舎
）
と
な
り
、
多
い
と
き
に
は
２
０
０

人
を
超
え
る
児
童
が
通
学
し
ま
し
た
。

地
域
と
共
に
あ
っ
た
分
校

　
上
弘
部
分
校
は
、
分
校
と
し
て
は
規

模
が
大
き
く
、
運
動
会
や
学
芸
会
な
ど

の
行
事
の
日
は
、
多
く
の
地
域
住
民
が

集
ま
る
社
交
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
堂
で
は
、
映
画
会
な
ど
も
開

催
さ
れ
、
貴
重
な
娯
楽
の
場
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

上弘部分校跡地記念碑

昭和40年頃の上弘部分校
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